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新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
目
指
し

　
計
画
策
定
の
必
要
性

　

大
更
駅
周
辺
地
域
は
、
本
市
の

人
口
お
よ
び
住
宅
の
集
積
地
域

で
、か
つ
、商
業
機
能
、文
化
機
能
、

交
流
機
能
と
い
っ
た
市
の
核
と
な

る
要
素
を
多
く
含
み
、
今
後
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
く
地
域
で
す
。

　

ま
た
、
市
の
人
口
は
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
傾
向

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
も
、

住
民
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
ま
ち

づ
く
り
に
よ
っ
て
活
気
を
取
り
戻

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
背
景
を
踏
ま
え
、
地
区
の

現
況
と
整
備
課
題
を
整
理
し
、
地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
検
討
の
主
役
は
住
民

　

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
必
要

と
な
る
の
が
、
現
時
点
で
の
課
題

と
方
針
の
検
討
で
す
。

　

こ
の
検
討
に
つ
い
て
、
市
が
一

方
的
に
行
う
の
で
は
な
く
、
地
元

商
店
の
人
や
住
民
が
主
体
と
な

り
、「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」

を
実
施
。
22
年
度
か
ら
23
年
度
に

か
け
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
９

回
、
懇
話
会
を
３
回
開
き
、
課
題

の
抽
出
・
協
議
、
素
案
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工

会
と
の
意
見
交
換
も
３
回
行
い
、

地
域
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の

検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

浮
か
び
上
が
る
課
題

　

そ
の
結
果
、主
な
も
の
と
し
て
、

以
下
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
総
合
的
な
整
備
課
題

❶
大
更
駅
前
地
区
と
駅
東
地
区
の

商
業
環
境
の
改
善
や
集
客
性
の
向

上
、
住
民
の
生
活
利
便
の
向
上

❷
都
市
計
画
道
路
大
更
駅
前
線
や

駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
を
き
っ
か

け
と
し
た
両
地
区
の
特
性
を
生
か

す
機
能
分
担
と
一
体
的
な
発
展

■
駅
前
地
区

▼
大
更
駅
へ
の
自
由
通
路
の
設
置

お
よ
び
周
辺
の
歩
行
環
境
の
改
善

■
駅
東
地
区

▼
駅
周
辺
部
に
、
集
客
性
の
あ
る

施
設
と
人
口
の
受
け
皿
と
な
る
住

宅
地
の
整
備

　
整
備
計
画
の
方
針
は

　

以
上
の
課
題
の
提
起
を
受
け
、

計
画
で
は
、
図
１
に
示
す
整
備
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
主
な
方
針

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

❶
大
更
駅
東
西
自
由
通
路
・
駅
舎

の
整
備

❷
商
業
機
能
の
配
置
・
商
業
地
の

形
成

❸
駅
西
口
・
東
口
の
整
備

❹
大
更
駅
前
線
の
整
備

❺
拠
点
施
設
の
整
備

❻
既
存
商
業
の
魅
力
強
化

❼
市
道
大
更
中
央
線
な
ど
と
住
宅

団
地
の
整
備

❽
県
道
、
市
道
の
歩
行
環
境
改
善

　

基
本
計
画
で
は
、
駅
西
側
に
都

市
計
画
道
路
大
更
駅
前
線
を
整
備

し
、
周
辺
に
商
業
機
能
を
集
積
・

再
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

駅
東
側
に
は
、
広
場
や
病
院
、
文

化
施
設
の
整
備
に
加
え
、
公
園
や

住
宅
地
な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
事
業
計
画
の
見
通
し

　

計
画
は
、
西
根
病
院
の
移
転
や

道
路
の
新
設
、改
良
な
ど
を
含
め
、

29
事
業
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
既
に
着
手
し
て
い
る
事
業
も

含
み
、
今
後
5
年
以
内
に
22
事
業

の
着
手
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
財
源
な
ど
の
総
合
調
整
に

よ
り
、
事
業
の
内
容
や
着
手
時
期

に
変
更
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

大
更
駅
周
辺
と
隣
接
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
整
備
計
画
を
策
定

　
市
は
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、

「
大
更
駅
周
辺
及
び
隣
接
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
環

境
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
住
民
説
明
会
を

６
月
25
日
と
27
日
に
開
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

市
の
に
ぎ
わ
い
を
担
う
拠
点
と
し
て
、
大
更
駅
周

辺
と
そ
の
隣
接
地
域
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
環
境

整
備
を
計
画
し
て
い
る
か
を
紹
介
し
ま
す
。
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な
お
、
24
年
度
は
次
に
示
す
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
県
の
取
り
組
み
（
23
年
度
か
ら

の
継
続
）

▼
県
道
大
更
好
摩
線（
設
計
調
査
）

■
市
の
取
り
組
み

▼
都
市
計
画
道
路
大
更
駅
前
線

（
整
備
手
法
検
討
）

▼
大
更
駅
西
口
駅
前
広
場
（
実
施

設
計
）

▼
市
道
大
更
中
央
線
（
用
地
・
補

償
調
査
な
ど
）

▼
市
道
山
子
沢
線
（
用
地
・
補
償

な
ど
）

　
県
や
市
に
ご
協
力
を

　

大
更
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出

は
、
市
の
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
重
点
施
策
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
実
現
に
は
、
中
心

部
の
基
盤
整
備
の
実
施
に
合
わ

せ
、
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
を
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

素
案
を
で
き
る
限
り
計
画
に
反
映

さ
せ
、
大
更
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
環
境

整
備
基
本
計
画
に
掲
げ
る
県
や
市

の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、建
設
課
都
市
計
画
係

（
☎
・
内
線
２
５
２
２
、２
５
２
６
）

ま
で
。

図 １　基本計画図　※（都）は都市計画道路を表します
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髙
橋
北
英
教
育
長
が
退
任
し

新
た
に
遠
藤
健
悦
氏
が
着
任

　

旧
松
尾
村
時
代
か
ら
通
算
し
て
９

年
間
、
教
育
長
を
務
め
ら
れ
た
髙
橋

北ほ
く

英え
い

氏
が
、
６
月
30
日
で
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

髙
橋
氏
は
、
６
月
29
日
に
開
か
れ

た
退
任
式
で「
長
か
っ
た
が
、
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
」

と
あ
い
さ
つ
。
町
村
合
併
を
経
験
し

た
多
く
の
職
員
に
、
感
謝
の
気
持
ち

を
表
し
ま
し
た
。

　

髙
橋
氏
の
退
任
を
受
け
、
新
た
に

遠
藤
健
悦
氏
が
、
7
月
1
日
か
ら
教

育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

遠
藤
新
教
育
長
は
、
県
小
学
校
長

会
会
長
や
寺
田
公
民
館
長
を
務
め
る

な
ど
広
範
な
経
歴
を
持
っ
て
お
ら

れ
、
今
後
、
市
の
教
育
行
政
の
さ
ら

な
る
充
実
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
、
25
年
11
月
14
日

ま
で
で
す
。

　

第
36
回
全
日
本
川
柳

2
0
1
2
年
徳
島
大
会（
全

日
本
川
柳
協
会
主
催
）
が
、

６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
、
寺

田
小（
佐
藤
せ
つ
子
校
長
、

児
童
92
人
）
の
山
本
雄
太
君

（
６
年
、
荒
木
田
）が
、
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
で
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
部
門
に
は
全
国
か
ら
５

２
９
２
人
が
参
加
。
入
賞
は

9
人
で
、
山
本
君
は
、
県
か

寺
田
小
の
山
本
雄
太
君
が

全
日
本
川
柳
大
会
で
入
賞

ら
唯
一
の
入
賞
者
と
な
り
ま

し
た
。
課
題「
呼
ぶ
」
に
応

募
し
た「
お
母
さ
ん
売
り
場

の
声
に
す
い
こ
ま
れ
」
で
教

育
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
山
本
君
は「
受
賞
を
聞

い
て
び
っ
く
り
し
た
」
と
快

挙
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
全
校
児
童
で

川
柳
に
取
り
組
み
、
各
種
大

会
や
月
例
会
へ
積
極
的
に
応

募
し
て
い
ま
す
。
９
月
か
ら

開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
の

川
柳
大
会
に
も
応
募
し
て
お

り
、受
賞
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
県
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
盛
岡
地
区
大
会

が
、
６
月
30
日
、
７
月
１
日

の
２
日
間
、
県
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
同
地
区
か
ら

計
62
団
体
が
出
場
。
市
内
か

ら
は
、
５
校
が
出
場
し
、
次

の
３
校
が
、
県
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

▼
中
学
校　

西
根
中
学
校

各
校
吹
奏
楽
の
実
力
披
露

県
大
会
へ
の
出
場
が
決
定

（
金
賞
）

▼
中
学
校
小
編
成（
25
人
以

下
）　

松
尾
中
学
校（
金
賞
）

▼
小
学
校　

大
更
小
学
校

（
銀
賞
）

　

県
大
会
は
、
中
学
校
の
部

が
7
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、

中
学
校
小
編
成
、
小
学
校
の

部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
8
月
４
、

５
の
両
日
に
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

遠
藤　

健
悦（
え
ん
ど
う
・
け
ん
え

つ
）　

山
形
大
学
卒
。
松
野
小
学
校

長
、盛
岡
市
教
育
委
員
会
学
務
課
長
、

城
南
小
学
校
長
な
ど
を
経
て
平
成
18

年
か
ら
20
年
ま
で
原
敬
記
念
館
長
、

23
年
寺
田
公
民
館
長
。
69
歳
。
西
根

寺
田
出
身

賞状とメダルを手にする山本君

中学校小編成の部で金賞を受賞した松尾中の演奏

多
く
の
職
員
に
見
送
ら
れ
る
髙
橋

教
育
長
（
６
月
29
日
、
退
任
式
）
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市内各地点の放射線量
食材ともに基準下回る

測定地点 測定日 測定区分 測定時刻 線量等量率
( μ㏜／ｈ )

松野保育所 ６月28日 地上50㎝ 11：31 0.07
あしろ保育所 ６月28日 地上50㎝ 10：45 0.04
東慈寺保育園 ６月29日 地上50㎝ 11：10 0.04
杉の子保育園 ６月29日 地上50㎝ 16：21 0.06
平舘保育園 ６月29日 地上50㎝ 14：53 0.05
大更小学校 ６月29日 地上50㎝ 15：20 0.05
東大更小学校 ６月29日 地上50㎝ 15：55 0.06
田頭小学校 ６月29日 地上50㎝ 10：49 0.03
平笠小学校 ６月29日 地上50㎝ 11：30 0.04
平舘小学校 ６月29日 地上50㎝ 14：31 0.04
寺田小学校 ６月29日 地上50㎝ 13：35 0.04
柏台小学校 ６月29日 地上50㎝ 10：06 0.04
寄木小学校 ６月29日 地上50㎝  9：40 0.05
松野小学校 ６月28日 地上50㎝ 11：13 0.04
安代小学校 ６月28日 地上50㎝ 10：17 0.04
田山小学校 ６月28日 地上50㎝  9：44 0.05
西根中学校 ６月29日 地上１ｍ 13：00 0.05
西根第一中学校 ６月29日 地上１ｍ 14：02 0.05
松尾中学校 ６月29日 地上１ｍ  9：19 0.04

　市が、６月28、29の両日、市内19カ所で空間放
射線量を測定した結果は、下表のとおりでした。
　また、学校給食センターが、給食に使用する食
材の放射性物質（ヨウ素131、セシウム134、セシ
ウム137）濃度を検査した結果、放射性物質は検
出されませんでした〔ピーマン（７月12日検査）、
小松菜、タマネギ（７月19日検査）〕。
測定結果一覧

故
高
松
宮
さ
ま
か
ら
下
賜
の
鐘

J
R
盛
岡
支
社
が
本
市
へ
寄
贈

鉄
が
費
用
を
負
担
し
て
、
昭
和
27
年

10
月
５
日
に
完
成
し
、
高
松
宮
さ
ま

が「
も
み
山
山
荘
」と
命
名
し
ま
し

た
。
そ
の
山
荘
で
、
登
山
者
の
道
し

る
べ
と
し
て「
も
み
山
の
鐘
」が
使
わ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

山
荘
は
、
老
朽
化
に
よ
り
45
年
に

閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
鐘
は
、
か
つ

て
国
鉄
が
運
営
を
し
て
い
た
八
幡
平

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
展
示
さ
れ
、
経

営
が
譲
渡
さ
れ
た
後
は
、
同
支
社
で

保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鐘
は
、
今
後
、
新
庁
舎
で
の
展
示

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
活
用
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
面
は
同
セ
ン

タ
ー
に
保
管
す
る
予
定
で
す
。

　

故
高
松
宮
さ
ま
か
ら
、
旧
国
鉄
山

の
家「
も
み
山
山
荘
」に
下か

賜し

さ
れ
た

ブ
ロ
ン
ズ
製
の
釣
り
鐘「
も
み
山
の

鐘
」が
、
７
月
13
日
、J
R
東
日
本
盛

岡
支
社
か
ら
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
同
支
社
の
福
田
泰

司
社
長
か
ら
田
村
正
彦
市
長
へ
鐘
の

贈
呈
が
行
わ
れ
た
後
、
共
に
鐘
を
鳴

ら
し
ま
し
た
。

　

盛
岡
鉄
道
管
理
局
25
年
史
に
よ
る

と
、
高
松
宮
さ
ま
が
八
幡
平
登
山
を

さ
れ
た
際
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
な

る「
山
の
家
」
を
建
設
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
提
案
を
さ
れ
、
建
設
計

画
が
具
体
化
。
旧
松
尾
村
や
県
、
国

県障がい者福祉大会で
市内から３人の受賞者

　第54回県身体障がい者福祉大会・イーハトーブ
花巻大会（県身体障害者福祉協会、花巻市身体障
害者福祉協会主催）が、７月11日、花巻温泉ホテ
ル千秋閣で行われました。
　同大会では、自立して仕事に励む障がい者やそ
れを支える功労者に対し、表彰状などが贈られま
した。市内からは、次の３人が表彰を受けました。
◎県知事表彰
■自立更生者　工藤義一さん（駅前）＝通算33年
間にわたり鍼灸マッサージ治療にあたられ、障害
者の自立更生に貢献
■団体育成功労者　宇土沢弘子さん（清水３区）＝
市身体障害者福祉協会副会長などを務め、通算
18年にわたり福祉事業に尽力
◎県身体障害者福祉大会長表彰
■団体育成功労者　佐々木政男さん（落合）

「MEMORY　OF　PRINCE　TAKAMATU」
 と銘が打たれている「もみ山の鐘」

　鐘を鳴らす福田泰司支社長（左）と
　　　  田村正彦市長

※除染対象の基準は１μ㏜／h
表彰状を受ける工藤義一さん 檀上の宇土沢弘子さん
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各課からのHOT LINE
人生のパートナーと
出会えるチャンスに期待！ ●イベントへの申し込みなど詳しくは

地域福祉課生活福祉係（☎・内線1164）

スポーツ推進委員が
ニュースポーツを教えます ●スポーツ推進委員などについて詳しくは

生涯学習課体育振興係（☎・内線2333）
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
に
基
づ
き
、
市
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
職
員
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
や
助
言
を
行
う

と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
を
結
ぶ
ス

ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
事
業
に
も
取
り
組
み

　

ま
た
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
積

極
的
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
推
進
を
図
る
た

め
、
体
験
教
室
な
ど
の
自
主
事
業
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
で

は
、
キ
ン
ボ
ー
ル
や
イ
ン
ド
ア・
ロ
ー

ン
ボ
ウ
ル
ズ
を
左
表
に
示
す
日
程
で

行
い
ま
す
。申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
平
成
23
年
８
月
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
の
施
行
に
よ
り「
体
育
指
導
委
員
」

は
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
へ
と
名

称
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
は
、「
は
ち
ま
ん
た
い

H‌

A‌

P‌

P‌

Y
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
の

参
加
者
を
募
集
中
で
す
。

■
参
加
資
格

▼
男
性　
市
内
に
居
住
ま
た
は
市

内
の
職
場
に
勤
務
し
て
い
る
人

▼
女
性　
制
限
な
し

■
募
集
人
数　
男
女
各
15
人
程
度

（
参
加
者
多
数
の
場
合
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
）

■
参
加
費
用　

男
女
と
も
に
１
０
０
０
円

■
成
婚
祝
金　

こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、「
八
幡
平
市
出
会
い
成
婚
祝

金
」
の
対
象
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
対

象
者
と
な
っ
た
場
合
、
50
万
円
分

の
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
方
法　

利
用
規
約
に
同

意
の
上
、
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
持
参
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
７
０-

１
１
６
０
）
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎ニュースポーツ体験教室
開 催 日 時　間 会　場

８月29日㈬ 午後７時か
ら９時まで

松尾コミュニティセンター体育館
９月20日㈭ 安代地区体育館

◎ニュースポーツ交流大会
開 催 日 時　間 会　場

10月27日㈯ 午前９時か
ら正午まで 市総合運動公園体育館

ニュースポーツの推進活動などを行っているスポーツ推進委員

日　時 会　場 年　齢 申込期限 内　容
８月１９日㈰
午後12時半から

ホテルルイズ
（盛岡市）

男性：満25歳から満35歳まで ８月10日㈮
必着

プチ婚活セミナー
交流パーティー

女性：満20歳以上
９月３０日㈰
午後12時半から いこいの村岩手

男性：満30歳から満39歳まで ９月21日㈮
必着女性：満20歳以上

10月28日㈰
午後12時半から

ホテルロイヤル盛岡
（盛岡市）

男性：満36歳以上 10月19日㈮
必着女性：満20歳以上

■日程・会場など

素敵な出会いが待っています
　    （昨年度のイベントの様子）

※
23
年
度
の
同
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
85
人
の
参
加
者
が
あ
り
、

計
９
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。
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Event

八幡平市夏まつり
■期日　８月15日㈬　※雨天時は16日㈭
■場所　松尾総合運動公園（駐車場1,700台）
■内容
　午後５時半～　オープニング・太鼓演奏
　午後６時～　　さんさ踊り・盆踊り
　午後７時半～　花火打ち上げ
　会場には、市商工会による特産品・物産品販売
コーナーや飲食屋台などが数多く出店されます。
※当日は、会場周辺で交通規制が行われますので、
係員の指示に従ってください。
　詳しくは、市夏まつり実行委員会事務局（市役
所商工観光課内、☎・内線1267）まで。

八幡平市成人式

あっぴリレーマラソン 2012

■期日　８月15日㈬
■場所　西根地区体育館
■内容　
　午前８時半～　受付
　午前９時半～　式典
　午前10時10分～  記念講演　　
　県北広域振興局産業振興課　　
　　廣田悠

ゆう
人
と

氏
　午前11時10分～  記念撮影
■対象者
　平成３年４月２日から4

　４～10人でチームをつくり、１周２㌔の周回コースでフ
ルマラソンの距離をたすきリレーします。走る順番や１人
何周するかは自由。４時間半以内に完走を目指します。
■期日　９月９日㈰、午前10時スタート（雨天決行）
■場所　安比高原スキー場駐車場
■参加資格　６歳以上の男女
■部門　❶一般❷男子❸中学生❹小学生❺ファミリー❻職場
■参加料　中学生以下１人 800円、高校生以上１人 1,300円
■募集チーム　300チーム
■申込期限　８月22日㈬（定員になり次第締め切り）
　詳しくは、同大会実行委員会事務局（☎019-624-1188）まで。

年４月１日までに生まれた人
で、❶市内の中学校を卒業し
た人または、❷市内に住所が
ある人
　案内のはがきは、４月30日
現在の対象者に送付していま
す。届いていない人は、ご連
絡ください。
　詳しくは、市教育委員会事
務局生涯学習課生涯学習係

（☎・内線2324）まで。

岩手の夏を盛り上げるさ
んさ踊りや打ち上げ花火
などが市の祭りを彩りま
す（昨年度の夏まつり）

懐かしい友達との再会も（昨年度の成人式）

全員でたすきをつないでゴール（昨年度の大会）

８  /　  15

８  /　  15

９  /　  ９
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自然と触れ合いながら植生について学びました

本来ある姿を守るために
八幡平外来植物駆除キャンペーン

　八幡平外来植物駆除キャンペーンが、７月６日、八
幡平の見返り峠付近で行われました。
　同キャンペーンには、当市や鹿角市から関係者を含
め約310人が参加。アスピーテラインや樹海ライン沿
いのセイヨウタンポポやオオハンゴンソウなどの外来
植物の駆除に汗を流しました。全校生徒で参加した松
尾中の安野木恭兵君（１年、畑）は「外来植物がたくさ
んあった。これからは、なくしていかなければいけない
と思った」と語っていました。

鮮やかな花々がお出迎え
あしろＨＡＮＡ花フェスタ 2012

　あしろHANA花フェスタ2012（同実行委員会主催）
が、６月29日から７月１日までの３日間、安代地区で
開催されました。
　４カ所で公開されたオープンガーデンでは、見学者
が、庭園を開放している人と花を通して交流しました。
また、荒屋新町商店街は、地域の人が作ったハンギン
グバスケットで飾られ、訪れた人の目を引いたほか、
盛岡発着のバスツアーも人気で、市外からの来場者が
花の空間を満喫していました。佐藤テツさん（向久保）のオープンガーデンは花でいっぱい

一足早くプールで泳ぎました（７月１
日、B&G 海洋センター無料開放）

西根ライオンズクラブが市内３校に図
書を寄贈（６月26日、西根中体育館）

日頃からの警察への協力に対し感謝状
（７月２日、岩手警察署）

皆さんからの情報をお寄せください。
☎・内線 １２１３ まで。HANA花フェスタでの「あしろ手しごと展」も大盛況
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各代表操法の腕競い合う
県消防協会岩手地区支部消防操法競技会

　県消防協会岩手地区支部消防操法競技会（同支部主
催）が、７月15日、松尾総合運動公園で行われました。
　当日は、岩手地区の各市町村から代表して選ばれた
消防団員約110人が競技に参加。ポンプ車と小型ポン
プの部それぞれで、日頃の消防技術の訓練の成果を発
揮しました。惜しくも市消防団は入賞を逃しましたが、
市を代表して競技に臨む姿に関係者から多くの拍手が
送られていました。（結果=ポンプ車、小型ポンプ車
ともに葛巻町の分団が優勝）関係者からの期待を一身に受け競技に臨みました

肩もみは気持ちがいいね（７月３日、向
村いきいきサロン）【撮影：小野寺幸子】

社会を明るくする運動・街頭パレード
（７月15日、大更地内）

ポストの前でみんなで記念にパチリ【撮影：小野寺幸子】

野田小合奏団の演奏に合わせ合唱する大更小の子どもたち

時代を越えて新たな活用
森子自治会ポスト除幕式

　森子自治会（畠山正人会長）が、６月29日、旧松尾郵
便局跡地に憩いの場を造り、その象徴として、同局で
使用していたポストの除幕式を行いました。
　当日は、きれいに塗り直されたポストを、地域の皆
さんに披露。畠山会長は「地区のシンボルとして保存
し、コミュニケーションの場として活用していきたい」
とあいさつしました。また、松野保育所（畠山礼子園長、
園児62人）の園児19人は、整備された花壇に地域の方
と一緒にひまわりの種を植えました。

焼走りで音楽を通じ交流
焼走り熔岩流まつり

　焼走り熔岩流まつりが、７月16日、岩手山焼走り国
際交流村で開かれました。
　同祭りでは、大更小（内田孝次校長、児童360人）ブラ
スバンド部と野田村の野田小（小原正弘校長、児童181
人）合奏団による演奏会が開かれました。野田小合奏
団の演奏に合わせ、大更小ブラスバンド部が合唱する
と、会場からは大きな拍手が送られました。子どもた
ちは、演奏会終了後、バーベキューやメッセージカー
ドの交換などを通し、交流を深めました。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1212まで。

靴を飛ばす姿は全員の注目の的でした

狙いをつけてマスを追う姿は真剣そのもの

活気あふれる地域の広場
大更ガーデンフェスティバル

　大更ガーデンフェスティバル（同実行委員会主催）
が、７月14日、大更フーガの広場で開催されました。
　今回で24回目を迎えた同フェスティバルでは、地元
の小・中学校による吹奏楽の演奏をはじめ、フラダン
スサークルの発表や学生のバンド演奏などが行われま
した。また、イベントの合間には、梅干し種飛ばし大会
や、第１回から続いているくつ飛ばし大会も開かれ、多
くの挑戦者が、種やくつをより遠くへ飛ばそうと奮闘
していました。

園児のみやびな琴の音色
ひなぎく幼稚園七夕まつり

　ひなぎく幼稚園（高橋アヤ園長、園児71人）で、７
月７日、七夕まつりが開かれました。
　可愛らしい浴衣姿の年長組20人の園児は、２組に分
かれて、大人用の琴で「さくら」の演奏と合唱を披露。
会場に詰めかけた保護者からは、自然に笑みがこぼれ
ていました。田村友佳ちゃん（松川）は「お母さんにも
手伝ってもらって、家での練習も頑張った」と七夕ま
つりへの取り組みを語ってくれました。園児は、６月
から週２回の稽古に励み、本番を迎えました。

元気にマスをつかみ取り
七時雨温泉まつり

　七時雨温泉まつり（合同会社七時雨主催）が、７月
１日、西根老人憩の家で開催されました。
　同祭りでは、地元の伝統芸能の披露や輪投げ大会が
開かれたほか、オカリナサークルによる「夏の思い出」
などの演奏が行われ、会場を訪れた人は、普段あまり
聞くことの無い音色に耳を傾けていました。また、マ
スのつかみ取りに多くの子どもたちが参加。魚を追い
かける姿に、声援や笑い声が起こり、袋に入りきらな
いほどマスを捕まえた子もいました。

小さな演奏家たちが上手に琴を弾きました

一輪車リレー。難しそうですね（７月
８日、浅沢地区民大運動会）

宙を舞う餅などをキャッチ（７月 14
日、長嶺神社例大祭・餅まき）

田頭小同窓会が後輩たちへデジタル機
器を贈呈（７月12日、田頭小）
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自慢の物産品が勢ぞろい
第５回八幡平産直大集合

　八幡平産直大集合（市産直連携協議会主催）が、７
月７、８日の両日、さくら公園で開催されました。
　会場には、市内の産直施設のほか、宮古市や岩泉町
の産直施設も集合し、自慢の物産品を販売。動物たち
との触れ合いコーナーやフリーマーケットなども開か
れ、人気を集めていました。また、市内の小・中学校
や高校の吹奏楽部による演奏や、不来方ベンチャーズ
による演奏の披露もあり、会場に訪れた人は、音楽と
初夏の味覚を楽しんでいました。 不来方ベンチャーズの演奏に聞き入る来場者

安全を祈願し山頂目ざす
岩手山山開き

　岩手山（2,038㍍）の山開きが、７月１日、焼走りキャ
ンプ場で行われました。
　当日は、神事が行われたあと、田村正彦市長から市
旗とピッケルを手渡された登山隊が、頂上を目指しま
した。残念ながら、濃いガスと強風のため途中で登頂
を断念しなければなりませんでしたが、登山道脇には
コマクサなどの高山植物の花が咲き誇っていて、本格
的な夏山シーズンの到来を待ちわびていた登山者たち
を喜ばせました。多くの登山者が頂上を目指しました

もしもの時に備えて訓練
平笠小着衣水泳教室

　平笠小学校（小澤清
きよ

治
はる

校長、児童39人）の児童が、
７月18日、同校プールで着衣水泳教室を開きました。
　今年度で３回目となる同教室では、盛岡赤十字病院
で救急救命士を務める徳田裕

ゆう
子
こ

さんを講師に招き、水
に浮く訓練などを実施。救助隊が来るまでに少しでも
長く浮いていることが大事と教わった子どもたちは、
水中でのバランスの取り方などを学びました。千葉青

あお

君（３年、中平笠）は「ランドセルや靴が浮かぶこと
がよく分かった」と訓練の成果を感じていました。実際にランドセルなどを使い水に浮かぶ体験をしました

国際交流姉妹校の生徒と一緒にそば打
ち体験（６月27日、平舘高）

西根第一クラブが県少年軟式野球大会
でベスト８に（６月 23・24日、山田町）

【撮影：小野寺幸子】
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伝統芸能・祭り
市内各地で開催

　

7
月
、
市
内
各
地
で
は
、
伝
統
芸

能
の
祭
典
や
、
勇
壮
な
山
車
が
登
場

す
る
祭
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

田
山
統
一
祭
典
で
は
、
田
山
の
各

地
区
の
踊
り
手
た
ち
が
、
市
の
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る「
先さ
き

祓は
ら

い
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
名
称
は
、

み
こ
し
の
先
導
を
踊
り
、
祓
い
清
め

な
が
ら
進
む
こ
と
に
由
来
さ
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
地
区
に
よ
っ

て
身
に
着
け
る
も
の
が
違
っ
て
い
る

こ
と
が
特
色
で
す
。

　

ま
た
、
大
更
、
西
根
寺
田
地
区
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
山
車
が
掛
け
声
と
と

も
に
街
を
練
り
歩
き
、
多
く
の
人
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

横
間
虫
追
い
祭
り
（
７
月
15
日
）

　
「
横
間
虫
追
い
祭
り
」
は
、
天
明
３
（
１
７
８
５
）

年
の
大
飢
饉
以
来
、
五
穀
豊
穣
・
領
民
安
穏
を
祈
願

し
て
、
２
０
０
年
以
上
続
い
て
い
る
貴
重
な
伝
統
行

事
で
す
。
旗
を
持
っ
た
人
を
先
頭
に
、
男
人
形
、
女

人
形
の
順
に
か
ね
や
太
鼓
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
集
落

を
練
り
歩
き
ま
す
。

刀を持って舞う姿が特徴の「兄川先祓い」（７月15日、兄川稲荷神社）

長い行列で地区内を舞う「田山先祓い」（７月15日、田山地内）

大更の町中を進む山車（７月15日、八坂神社例大祭）

歌舞伎を題材にした山車（７月17日、
   白坂観音大祭）

華やかな衣装で舞う「折壁日泥先祓い」
　（７月15日、三浦満さん宅前）
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Sports

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

◎
県
民
体
育
大
会

■
ラ
グ
ビ
ー
（
６
月
23
・
24
日
、

上
寄
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▽
D
ブ
ロ
ッ
ク
❶
八
幡
平
ラ
グ

ビ
ー
ク
ラ
ブ

■
山
岳（
６
月
30
日
、
7
月
１
日
、

盛
岡
市
・
県
営
運
動
公
園
登
は
ん

競
技
場
ほ
か
）

【
女
子
】
▽
成
年
リ
ー
ド
❶
大
迫

山
岳
会
（
畠
山
千ち
さ
と怜
【
両
沼
】
ほ

か
）
▽
同
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
❶
大
迫

山
岳
会
（
畠
山
千
怜
ほ
か
）

■
サ
ッ
カ
ー
（
7
月
７
・
８
日
、

一
関
市
・
東
山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
ほ
か
）

▽
一
部
❶
ア
ン
ソ
メ
ッ
ト
岩
手

■
ラ
イ
フ
ル
射
撃
（
7
月
７
・
８

日
、
田
山
射
撃
場
ほ
か
）

【
男
子
】
▽
ラ
イ
フ
ル
伏
射
60
発

❷
小
船
清
悦
（
荒
沢
運
送
）

【
女
子
】
▽
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
立
射

40
発
❶
高
橋
沙
織
❷
坂
本
由
美
子

（
ド
ー
ミ
ー
倶
楽
部
）
▽
ラ
イ
フ

ル
伏
射
60
発
❶
坂
本
由
美
子

■
相
撲
（
７
月
７
日
、
盛
岡
市
・

県
営
武
道
館
相
撲
場
）

▽
団
体
❷
八
幡
平
市

■
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
７
月
８
・
15

日
、雫
石
町
・
陸
上
競
技
場
ほ
か
）

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
競
技
の
部

【
女
子
】
▽
リ
カ
ー
ブ
❸
岩
淵
道

子■
銃
剣
道（
７
月
８
日
、滝
沢
村
・

東
部
体
育
館
）

▽
市
の
部
❸
八
幡
平
市

■
レ
ス
リ
ン
グ（
７
月
７
・
８
日
、

宮
古
市
・
宮
古
市
民
総
合
体
育
館

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

◇
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
▽
少
年
66
㌔

級
❶
遠
藤
貴た
か
や哉
（
盛
岡
工
業
３

年
、
西
根
第
一
中
卒
）
▽
同
74
㌔

級
❸
伊
藤
友
博
（
盛
岡
工
業
３

年
、
西
根
第
一
中
卒
）
▽
成
年
96

㌔
級
❷
伊
藤
拓
也
（
マ
ル
ハ
ン
）

▽
同
1
2
0
㌔
級
❶
井
上
友
矢

（
ニ
ュ
ー
ト
ン
）
◇
グ
レ
コ
ロ
ー

マ
ン
ス
タ
イ
ル
▽
少
年
66
㌔
級
❶

遠
藤
貴
哉
▽
同
74
㌔
級
❷
伊
藤
友

博◎
県
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
国
体
選
手

選
考
会
（
７
月
７
日
、
宮
古
市
民

総
合
体
育
館
）

▽
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
66
㌔
級
❶
遠

藤
貴
哉

◎
全
国
都
道
府
県
中
学
生
相
撲
選

手
権
大
会
県
予
選
大
会
（
７
月
７

日
、
県
営
武
道
館
相
撲
場
）

▽
無
差
別
級
❶
高
橋
和か
ず
ま
さ優
（
松
尾

３
年
）
❷
小
林
蓮れ
ん
（
西
根
第
一
３

年
）▽
軽
量
級
❸
松
村
崇
志
（
同
）

（
無
差
別
級
入
賞
者
の
２
人
は
、

８
月
５
日
に
東
京
・
両
国
国
技
館

で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
）

◎
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

■
相
撲
（
７
月
21
日
、
県
営
武
道

館
相
撲
場
）

◇
団
体
▽
１
部
❶
西
根
第
一
❷
西

根
▽
２
部
❶
西
根
第
一
▽
総
合
❶

西
根
第
一
❸
西
根

◇
個
人
▽
1
年
生
❶
津
志
田
亜あ

む睦

（
西
根
第
一
）
▽
2
年
生
❶
吉
田

皇ひ
か
る（
西
根
）
❹
松
浦
裕
介
（
西
根

第
一
）
▽
３
年
生
❶
小
林
蓮
❷
高

橋
和
優
❻
遠
藤
優ゆ
う
や冶
（
西
根
）
▽

全
国
大
会
代
表
決
定
戦
❶
小
林
蓮

（
各
学
年
上
位
６
人
が
東
北
大
会

へ
出
場
）

◎
第
50
回
東
日
本
実
業
団
選
手
権

大
会
（
７
月
８
日
、
青
森
県
・
十

和
田
市
）

▽
団
体
１
部
❷
三
研
ソ
イ
ル
㈱

◎
第
8
回
県
体
重
別
相
撲
選
手
権

大
会
（
７
月
１
日
、
山
田
町
・
B

＆
G
体
育
館
前
相
撲
場
）

◇
団
体
❶
八
幡
平
市

◇
個
人
▽
軽
量
級
❷
藤
川
翔
太
郎

▽
中
量
級
❶
越
田
正
信
▽
重
量
級

❸
遠
藤
貴
幸

◎
八
幡
平
市
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
７
月
８
日
、
安
比
高
原
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
）

❶
樋
口
和
哉
（
上
町
）
❷
金
森
満

（
盛
岡
市
）
❸
遠
藤
長
義
（
松
川
）

県
民
体
で
優
勝
し
た
ア
ン
ソ
メ
ッ
ト

岩
手
は
８
月
18
日
か
ら
福
島
で
開
催

さ
れ
る
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
東
北
大
会
に
も
出
場
し
ま
す

全国大会県予選で活躍した中学生力士（左
から高橋和優君、松村崇志君、小林蓮君）

　広報はちまんたいでは、市・県外の学校で活
躍する人などを広く掲載するため、スポーツ大
会で入賞した人の情報を募集しています。
　大会の内容や順位が分かるものと連絡先を郵
送またはメールなどでお送りください。
■宛て先　〒 028-7192　市役所市長公室秘書
広報係「スポーツ成績」まで
■ E メール　koushitsu@city.hachimantai.lg.jp

（タイトルに「スポーツ成績」と入力願います）

スポーツを頑張る人の
情報をお寄せください

田村市長から市長杯を授与
される樋口和哉さん（右）

実
業
団
選
手
権
で
準
優
勝
し
た
三
研
ソ

イ
ル
㈱
の
選
手（
左
上
か
ら
時
計
回
り
に

森
隆
宣
さ
ん
、泉
山
雅
行
さ
ん
、遠
藤
貴

幸
さ
ん
、冨
田
貴
男
さ
ん
）
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保健のひろば
☎・内線1173　市役所健康福祉課

ささえあいの輪
☎・内線1168　市役所地域福祉課

介護のココロ
☎・内線1181　市地域包括支援センター

オストメイト対応トイレをご存じですか
　病気や事故などが原因で、腹部に排

はいせつ

泄のた
めの人口肛門や人口ぼうこうを造設した人の
ことをオストメイトといいます。

　オストメイト対応トイ
レは、オストメイトが装
具の洗浄や交換をするた
めの設備を備えているト
イレです。装具の交換や
洗浄には時間がかかるこ
ともあります。外出先で
左図に示すピ

※　 
クトグラム

を目にしたら、障がいの
ある人に配慮している施設の証しです。さま
ざまな障がいのある人が使うトイレだという
ことを理解して、支え合いの社会を目指しま
しょう。
※ピクトグラム＝文字で表現する代わりに視
覚的な図で表現された「絵文字」のこと。

　高齢者生活援助サービスの紹介
　市は、高齢者（65歳以上の人）が安心して過ご
せるまちを目指して、各種サービスを提供して
います。今回は、そのいくつかを紹介します。
❶配食サービス事業　食事作りが困難な在宅の
一人暮らし高齢者などに対して、栄養のとれる
弁当を提供し、併せて安否確認を実施していま
す。利用料は１食400円で、週３回まで利用で
きます。
※西根・安代地区は月・水・金曜日の夕食を提供
※松尾地区は曜日指定なし
❷老人日常生活用具給付等事業
　在宅の一人暮らし高齢者など
に対して自動消火器や卓上電磁
調理器を給付し、防火対策に努
めています。
※所得制限有り
　詳しくは市地域包括支援センター、または担
当ケアマネジャーにご相談ください。

◎
親
子
教
室

　
「
近
所
に
一
緒
に
遊
ぶ
子
が
い

な
い
」「
ほ
か
の
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
と
友
達
に
な
り
た
い
」「
子

ど
も
と
の
遊
び
方
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
…
」
な
ど
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
役
所
健
康
福

祉
課
は
、
親
子
で
楽
し
く
遊
び
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き

る
親
子
教
室
を
月
に
１
度
開
催
し

て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
対
象　
１
歳
か
ら
就
学
前
の
親

子■
内
容　
リ
ズ
ム
遊
び
、
体
操
、

手
遊
び
、
制
作
遊
び
な
ど

（
８
月
は
シ
ー
ツ
遊
び
を
し
ま
す
）

■
実
施
日
・
場
所　

８
月
31
日

㈮
、
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間　
午
前
９
時
40
分
か

ら
９
時
55
分
ま
で

　

９
月
以
降
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
既
に
配
布
し
て
い
る
平
成
24

年
度
母
子
保
健
事
業
日
程
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
乳
幼
児
健
康
相
談
・
離
乳
食
講

習
会

　

こ
れ
か
ら
離
乳
食
を
始
め
る

人
、
始
め
て
み
た
け
ど
な
ん
だ
か

不
安
と
い
う
人
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
相
談
や
講
習
会
の
ほ
か

に
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象　

▼
乳
幼
児
健
康
相
談　

２
～
18
カ
月
▼
離
乳
食
講
習
会　

４
～
18
カ
月

■
持
ち
物　
お
ん
ぶ
ひ
も
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
そ
の
他
子
ど
も

に
必
要
な
持
ち
物

■
実
施
日
・
場
所

８
月
９
日
㈭
（
安
代
保
健
セ
ン

タ
ー
）、
９
月
６
日
㈭
（
田
頭
公

民
館
）

■
受
付
時
間　
午
前
９
時
半
か
ら

９
時
50
分
ま
で

　

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
健
康

推
進
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

親
子
の
集
ま
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

親子教室に気軽に参加してみましょう

対応トイレに表示
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▼
ど
ん
な
会
社
で
す
か

　

工
場
や
水
処
理
を
行
う
施
設
の
制
御
装

置
、
計
装
設
備
に
関
す
る
電
気
工
事
業
を

行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。
社
長
の
方
針
が

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
！
」
で
す
の
で
、

特
に
省
エ
ネ
に
努
め
て
い
ま
す
。

▼
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　

所
長
が
行
う
工
事
に
関
す
る
業
務
全
般

の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

会
計
事
務
や
C
A
D（
図
面
作
成
）、
書
類

の
作
成
・
管
理
と
い
っ
た
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

▼
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　

自
分
に
は
直
接
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ

る
場
面
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聞
く
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
現
場
で
仕
事
を

す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
工
事
に
関
す
る

情
報
を
共
有
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
事
務
を
行

う
こ
と
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

▼
今
後
の
展
望
は

　

今
後
、
岩
手
営
業
所
で
は
、
本
社
と
同

様
の
仕
事
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
新

規
事
業
と
し
て
、
中
沢
の
赤
松
茶
屋
付
近

に
、
地
元
の
人
や
観
光
に
来
た
人
の
憩
い

の
場
と
な
る
よ
う
な
多
目
的
広
場
を
造
ろ

う
と
計
画
・
開
発
中
で
す
。
良
い
ア
イ
デ

ア
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

紹介者
　岩手営業所　総務　工藤　香

かおり
　さん

企業人による会社紹介

㈱東洋電設
㉛

所在地　（本社）　青森県八戸市下
長４-５-３　（岩手営業所）大更
２-154-17
資本金　2,000万円
代表者　代表取締役　柳谷　康男

（岩手営業所長　石羽根　貢）
設　立　昭和48年８月
従業員数　19人
電話番号　（本社）0178-28-6284　

（岩手営業所）　68-7031
事業内容　電気設備の工事・管理
主な取引先　物流会社、食品会社、
上下水道局、官公署など

安
代
中
学
校
ス
キ
ー
部

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

No.２２No.２5
　
安
代
中
学
校
ス
キ
ー
部
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
男
子
７
人
、
女
子
６
人
の
計
13
人

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
23
年
度
は
、
女
子
リ
レ
ー
で
県
中
総
体

優
勝
、
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
準
優

勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

少
年
団
で
は
あ
い
さ
つ
を
大
事
に
し
、

妥
協
し
な
い
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
に

励
ん
で
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
活
動
が
で
き

な
い
夏
場
は
、
陸
上
競
技
を
通
し
て
基
礎

体
力
を
つ
け
、
冬
場
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
や
ジ
ャ
ン
プ
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
な
ど

の
競
技
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
地

域
の
方
の
た
め
に
も
、
県
中
総
体
女
子
リ

レ
ー
３
連
覇
を
目
指
し
つ
つ
、
去
年
以
上

の
成
績
を
残
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
活
動
内
容
・
場
所

【
４
～
10
月
】　
月
～
金
曜
日
午
後
４
時
か

ら
６
時
ま
で
、
土
曜
日
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
、
安
代
中
校
庭

【
11
～
３
月
】　
月
～
金
曜
日
午
後
4
時
か

ら
６
時
ま
で
、
土
曜
日
午
前
８
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
安
代
中
校
庭
・
田
山
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

詳
し
く
は
、
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
者
・
永
井
陽
一（
☎
７‌

２
‒
２
４
３
０
、

安
代
中
学
校
）
ま
で
。

夏場の練習も一生懸命

輝かしい成績を残す先輩に続け！
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　図書館に、約200点の話題の本や視聴覚資料が
到着しました。貸出準備ができ次第、新着コーナー
に展示します。どうぞご利用ください。

　図書館では、
６月21日、本の
修理を担当する
ボランティアの
みなさんの技術
向上を目的とし
た本のクリニッ
ク講習会を開催
しました。
　講師には、村松昭氏（県立図書館職員）を迎え、
10人の参加者が、縫い目の無い「無線とじ」の製本
方法を学びました。
　参加者からは、「１冊の本を実際に作ってみる
ことで、本の構造が分かった。今後の修理に役立
つ」「縫い目のある製本方法より簡単なので、修理
の手間を減らすことができそうだ」といった意欲
にあふれる感想が寄せられました。

新しい本がたくさん入ります

新着本など続々到着 本のクリニック講習会を開催

■■■　新着図書などの紹介　■■■
■書名（タイトル） ■著者など
仙台ぐらし 伊坂幸太郎
三日坊主のやる気術 山崎拓巳

マイクロワールド（上・下） マイケル・クライト
ンほか

東京スカイツリーのヒミツ
634 エクスナレッジ

未来国家ブータン 高野秀行
上昇思考 長友佑都
らくだい魔女シリーズ１～３

（児童） 成田サトコほか

日本全国№．１図鑑（児童） ポプラ社
ＹＵＺＵ　ＹＯＵ（ＣＤ） ゆず
２１（ＣＤ） アデル

◆第２回夏季トピック展「磯辺の生き物」
　博物館では、９月30日㈰まで、ヒラメ・メバル
など磯辺に生きる魚介類を紹介しています。
　ヒラメ・メバルの稚魚は、青森県漁業栽培組合
から提供されたものです。海に面していない地域
の子どもたちに、ぜひ魚を見てもらいたいという
方々からの厚意が感じられます。また、博物館の
庭に咲く絨

じゅう
毯
たん

のようなラベンダーも今が満開で見
頃です。併せてご覧ください。

◎ 8月の博物館行事
❶チャレンジ博物館「宝物をさがそう」
■日時　８月４日㈯、午前10時から正午まで
■内容　博物館の宝物を探し、体験学習をします。
■対象　小学生のみ（申し込み不要）
❷藍染めを試してみよう
■日時　８月５日㈰、午前10時から正午まで
■内容　白生地に藍染めで絞りを試してみましょ
う（申し込みが必要）。
■持ち物　白生地（木綿か絹でできたハンカチな
ど）、縫糸、はさみ、ゴム手袋
❸夏季博物館シアター
■日時　８月12日㈰、午後１時から３時まで
■上映作品　「ピーターパン」「ピノキオ」「星の
王子様」
❹体験教室「勾

まがたま
玉を作ろう」

■日時　８月18日㈯、午前10時から正午まで
■講師　当館学芸員（申し込みが必要）

博物館は行事盛りだくさん

本の作り方を基礎から学びました

海にすむ生き物を間近で見学しませんか
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（６月届け出分）

◎男の子
工藤　孝

よしなり

成（伸一・明佳／間羽松）

◎女の子
伊藤　笑

え み る

琉（俊輔・汐莉佳／下町三区）

小笠原　希
の ん

音（明・志乃／松久保）

工藤　朱
し ゅ り

莉（哲也・麻里／中関）

藤田　結
ゆ な

愛（貴良・麻奈美／松尾）

関　栞
か ん な

和（崇将・佳代子／両沼）

　伊藤　学　　／帷子
　髙橋　千幸　／南平笠

　平野　勤　　／中関
　竹田　香葉子／大石平
　晴山　輝朗　／北村
　伊藤　睦美　／秋田県

中軽米　春江　　57歳　上寄木
齋藤　八重子　　82歳　寺田
関　與市　　　　82歳　兄川
松浦　マツ　　　89歳　堀切
東　とし　　　　86歳　大泉
齋藤　チエ　　　87歳　畑１区
伊藤　トシエ　　60歳　上平笠

宮野　キミ　　　84歳　新町中央
村上　フジヨ　　85歳　畑２区
山田　仁三郎　　93歳　北村
中嶋　キツヨ　　79歳　時森
中軽米　未治　　70歳　寄木新田
伊 　カメノ　　85歳　若谷地
三浦　コヨ　　　95歳　大石平
工藤　ナツ　　　95歳　間羽松
晴澤　六　　　　89歳　石名坂
石田　幸男　　　76歳　浅沢第２
工藤　八四三　　71歳　下町二区
田村　正三　　　86歳　大久保
髙橋　ミサヲ　　81歳　共新
遠 　義明　　　64歳　帷子
髙橋　勇　　　　78歳　渋川開拓
髙橋　キエ　　　89歳　野駄
工藤　要一　　　82歳　五百森
伊藤　福志　　　75歳　薬師
田村　末𠮷　　　89歳　山子沢

健 や か に

お 幸 せ に

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した

場合だけ載せています。（敬称略）（

■人口の動き【６月30日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計

地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 17,074（－28） 6,114（

＋

3）
松尾地区 6,361（－３） 2,363（

＋

８）
安代地区 5,097（－４） 1,889（

＋

２）
合　　計 28,532（－35） 10,366（

＋

13）
男　　性 13,784（－10）
女　　性 14,748（－25）

出生　８　 　　  死亡    29
転入　40　　　　転出　 54

項　　目 ６月 累 計
人身事故 3 29
物損事故 26 294
負 傷 者 3 36
死 者 0 1
飲酒運転 1 5
火 災 ２ １１
救 急 ８２ ６１９

№ 83

広報クイズ
８月２日号の問題

あっぴリレーマラソン
合計何㌔走れば完走？

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。　　　　　　　　
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ75-0469　
　☆メールkoushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　８月29日㈬　消印有効
◎第82回の正解　「自助・共助・公助」　◎応募者数　14人　◎正解者数　13人　
◎当選者　山田憲子さん（大更）、田村繁陽さん（平舘）、三澤よし子さん（安比高原）、
　　　　　松尾コノエさん（松尾）

（
（
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【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

アンソメット選手が指導 
サッカースクールを開講

　アンソメット岩手では、サッカー
スクールの受講生を募集中です。
■開催日　毎週土曜日（月４回）
■時間　午後２時から４時まで
■場所　大更小校庭、同体育館ほ
か（天候により決定）
■対象　３歳から小学生まで
■受講料　１回750円（初回のみ傷
害保険加入に別途1,000円が必要）
■指導者　同クラブの選手など
　詳しくは、アンソメット岩手・
丸山（☎ 090-8743-1964）まで。

戦後に預けた証券の 
未返還に気付いたら

　税関では、戦後、海外からの引
き揚げ時に預かった通貨、証券な
どの返還を行っています。
　返還の請求は、本人だけではな
く、家族の方でも構いません。「も
しかしたら家にも」とお気付きの
方は、お気軽に最寄りの税関まで
お問い合わせください。
　詳しくは、函館税関宮古税関支
署（☎ 0193-62-7403）まで。

排水設備工事責任 
技術者試験を実施

　排水設備工事責任技術者試験を
実施します。
■試験日　10月28日㈰
■申込期限　8月31日㈮
■申込方法　下水道課窓口に備え
付けの申込書を提出（郵送不可）
　詳しくは、松尾総合支所内下水
道課（☎・内線2222）まで。

訪問介護員養成講座の 

２級課程を開催します
　訪問介護員（ホームヘルパー）
養成講座の２級過程を開催します。
■開催期間　8月28日㈫から10月
29日㈪まで（全 ２１回）
■場所　ふれあいランド岩手
■定員　先着30人（県内在住の人）
■受講費用　６万円
　詳しくは、特定非営利活動法
人人生いきいきクラブいわて（☎
019-626-7403）まで。

８月の「あそぼう会」 
水鉄砲や魚釣り遊び

　松尾地区の各保育所では、同じ
年齢の子どもとのふれあいを目的
にさまざまな遊びを用意してお待
ちしています。
　申し込みは、それぞれの保育所
へお願いします。
■柏台保育所　8月６日㈪、午前
９時半から11時半（☎ 78-2002）
■松野保育所　8月８日㈬、午前
９時半から11時半（☎ 74-2715）
■寄木保育所　8月９日㈭、午前
９時半から11時半（☎ 76-2020）
◎準備するもの　水着または着替
えの洋服、サンダル、タオルなど

戦没者遺児による 

慰霊友好親善事業
　財団法人日本遺族会は、「戦没者
遺児による慰霊友好親善事業」の
参加者を募集しています。
■費用　９万円
　申込先など詳しくは、同会事務
局（☎ 03-3261-5521）まで。
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八幡平山賊まつりの 
出店・出展者を募集

　10月６日㈯から8日㈪までの３
日間開催される「八幡平山賊まつ
り」の出店・出展者を募集します。
■応募条件　❶特産品の製造・販
売をしている市内の業者、団体❷
地場産品を使って飲食物を提供で
きる市内の業者、団体❸市内で製
造・販売している産業製品などを
展示したい人
■出店・出展料（３日間、テント
半分につき）▶第1会場（さくら
公園イベント会場）　❶物販＝1
万円❷飲食＝１団体3万円❸展
示＝無料（販売行為はできません）
▶第２会場（松尾八幡平物産館あ
すぴーて裏）は無料
■申込期限　8月24日㈮
　詳しくは、八幡平山賊まつり実
行委員会事務局（市役所商工観光
課内、☎・内線1262）まで。

消防職員の採用 
試験を行います

　消防職員の採用試験を行います。
■職種・人数　消防職、若干名
■受験資格　高校卒業以上の学歴
高校卒業（25年3月卒業見込みを
含む）は平成元年４月２日から７
年４月１日までに生まれた人、 大
学・短大卒業（25年3月卒業見込
みを含む）は昭和６２年４月２日以
降に生まれた人
■受付期間　8月20日㈪から９月
１２日㈬まで　※消印有効
　詳しくは、盛岡地区広域消防組
合事務局（☎ 019-626-7403）まで。

こころの健康相談 

気軽に申し込みを
　専門医による相談会を行います。
■日時　8月27日㈪、午後１時半
から４時まで（要予約）
■場所　西根地区市民センター
■申込期限　8月22日㈬
　詳しくは、 市役所健康福祉課健
康推進係（☎・内線1174）まで。

蜂の巣の駆除は 
土地の所有者で

　夏から秋にかけ、気温が高くな
ると蜂の活動が活発になります。
　市は、蜂の巣駆除を行っていま
せんので、その土地の所有者また
は管理者で対応願います。
　なお、業者に依頼した場合、費
用は依頼者の負担となりますので、
業者と十分打ち合わせをした上で
駆除を依頼してください。
　また、蜂の巣を見かけたら、次
のことに注意してください。
❶巣にむやみに近づいたり、刺激
しない。❷匂いの強い化粧品や
香水を控える。❸巣の近くでは
ジュースや果物などの甘いものの
飲食を避ける。❹服装は白っぽい
ものを選び、出来るだけ肌を露出
しない。❺蜂が近づいてきた時は、
落ち着いて頭を隠し、低い姿勢を
取る。
　詳しくは、市役所市民課環境衛
生係（☎・内線1124、1125）まで。

人材育成研修などに 
市補助事業の活用を

　市は、人材・青少年育成に係る
研修、交流事業に対し補助金を交
付します。対象となるのは、市民
や市内で活動する団体で、次のと
おりです。
■補助金交付対象事業
❶団体が、その分野の人材を育成
するために研修会講演会などを開
催❷個人が、市内の団体や国、県
などの主催する研修会（国外を含
む）に参加❸20歳未満の青少年が
市長の認める研修に派遣❹団体が
国際親善、国際理解のために国際
交流事業を実施
　24年度の申込期限は、１１月、25
年２月の各初日。また、事業実施
日から１カ月以上前の受付日まで
に申請してください。補助額は、
❶～❹の事業内容で異なります。
　詳しくは市役所地域振興課協働
推進係（☎・内線1144）まで。

西根病院で開催 
「健康長寿教室」

　第２回健康長寿教室を開きます。
■日時　９月７日㈮、午後２時か
ら２時半まで
■内容　「健康長寿をめざして　
ステップ①」
■講師　西根病院　三浦義明院長
■場所　西根病院会議室
　詳しくは、西根病院事務局（☎
76-3111）まで。

相続に関する相談 
無料キャンペーン

　県司法書士会では、相続に関す
る無料相談を行っています。
■期間　8月31日㈮まで
■常設相談　県内の各司法書士事
務所　※土・日曜日を除く
■電話相談　0120-823-815（フリー
ダイヤル）、午前10時から午後１
時まで（土・日曜日および８月13
日から 16日までを除く）
　詳しくは、県司法書士会事務局

（☎ 019-622-3372）まで。

危険物取扱作業者は 
忘れずに受講しよう

　危険物取扱作業者を対象に、保
安に関する講習を実施します。
■受講対象　❶継続して危険物の
取り扱い作業に従事している場合、
講習日以後における最初の４月１
日から３年以内ごと❷危険物の取
り扱い作業に従事していなかった
人が、従事することになった日か
ら１年以内の場合
■講習日・場所　９月20日㈭、盛
岡市都南文化会館、10月24日㈬、
盛岡市渋民文化会館
■申込期限　8月17日㈮
■申込手続　県消防協会・各消防
本部・県庁総合防災室に備え付け
の受講申請書に必要事項を記入の
上、直接、県消防協会へ提出して
ください。
　詳しくは、県消防協会（☎ 019-
654-3991）まで。
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八幡平いにしえの宝
（市内の貴重な文化財や自然などを紹介します）
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　白坂観音大祭の泣き・笑い相撲大会が、
７月17日、白坂観音神社で開かれました。
　当日は、約20人の子どもたちが参加。相
撲が始まる前に泣き出す子や、それを見て
笑う子など反応はさまざまでした。先に泣
いて勝った子には、お菓子が渡され、その
途端に泣き止む姿を見た来場者から笑いが
起きていました。

■
編
集
後
記

　

今
回
、
取
材
で
初
め
て
「
先
祓

い
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
当
日
の

天
気
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
踊
り
手
に
と
っ
て
は
関
係
が

な
か
っ
た
よ
う
で
、
写
真
を
撮
り

な
が
ら
も
勇
壮
な
舞
を
楽
し
ま
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
紙
面
に
は
掲

載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
兄
川
神
社

で
見
た
太
鼓
の
大
き
さ
と
そ
の
音

に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。（
佐
々
木
）

今月の表紙 泣いた子が勝ち！

赤沼と赤沼神社
　５万分の１の地形図にも通称の「五色沼」で載っていますが、昔から赤沼と呼ばれてきました。
褐色だった湖面が、初夏には濁りを帯びた青から鮮やかな青に。やがて、濁りも取れて澄み切った
コバルトブルーになり、初秋には緑色を帯び、秋から冬を経て春までは褐色の、いわゆる“赤沼”
になります。冬も凍ることはありません。長年研究を続けている吉田稔氏（岩手大学名誉教授）は、「五
色沼」と呼ばれる湖は日本各地にあるが、ひとつの湖が多色に、しかもこれほど顕著に変色する湖
は他には無く、世界にも類を見ない、といいます。湖は、直径約45㍍、最大水深13㍍で、湖底はほぼ
水平な円筒状です。湖の縁は堤防状に盛り上がり、外から流入する水は全く無く、湖底からの湧水
のみで満たされている珍しい湖です。地形や気候のほかに無酸素水であること、湯

ゆみゃく

脈、硫
い お う

黄鉱
こうしょう

床が
あることなどが変色のメカニズムを複雑なものにしているようですが、ここだけの貴重な天然資源
であるといえそうです。
　赤沼神社は、昭和の初期には沼の畔

あぜ

にあり、鉱山で働く人たちが管理してきました。寄木の青木
正氏によれば、昭和42年に一度目、閉山後の昭和59年に二度目の遷

せん

宮
ぐう

(移転)を経て現在地になった
とのことです。創

そう

建
けん

年代は不明ですが、松尾鉱山の歴史と無縁ではないでしょう。ただ、土地の
風
ふうりゅうじん

流人・畑
はた

浅
せ ん さ え も ん

左衛門が猟に出て、神秘の沼にたどり着き、魔の大波に襲われるという『赤沼伝説』な
どもあり、江戸期まで遡

さかのぼ

る可能性もうかがわせます。
（文・市文化財保護審議会委員　畑謙吉）

≪参考文献≫　　松尾鉱山時報　（1951・松尾鉱業所）
　　　　　　　　松尾の文化財　(1980、83・松尾村教育委員会)
　　　　　　　　いわての自然・第26号　（1994・岩手県）
　　　　　　　　松尾「五色沼」の記録　（1998・岩手大学農学部土壌学教室）

所在地：八幡平・御在所湿原とその周辺

7 月末から８月にかけて紺
こん

碧
ぺき

に澄む神秘的な湖面【７月８日撮影】 八幡平ユースホステル前にある神社

不動尊が祀
まつ

られています
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紙を使用しています。


